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5 「ウ」市の廃棄物管理に関する住民啓発戦略 

成果 5 に係る主な活動として、2010 年 4 月より住民の排出マナー改善、分別排出導入

に関するパイロットプロジェクト（PP）を通じて、様々な住民啓発活動を実施してきた。

これらの経験と教訓をもとに、その集大成としてウ市における廃棄物管理に関する住民

啓発戦略をまとめる。 

5.1 住民啓発活動の基本方針 

ごみの排出マナーの改善、分別排出導入においては、まず以下のような基本方針で住

民啓発活動を推進する必要がある。 

a. それぞれの地区の特性に応じたアプローチ 

ウ市においては、地区毎、ひいてはホロー毎にその特性や抱えている課題は多様である。

住民啓発を実施するにあたっては、各対象地区の面積、人口、世帯数、居住形式、DC の

有無、Jijur の配置の有無、事業所の密集度、既存のごみの排出場所の位置、ごみの収集

形態、収集頻度、有価物の買取ショップの有無などに加え、各々が直面している廃棄物

に関する課題を特定し、その特異性に応じたフレキシブルなアプローチを取る必要があ

る。 

b. 好事例による誘導 

人は他人の行動や体験談に影響を受けるものである。ウ市においては、ホローの主導で

既にコミュニティーにおける分別リサイクルが進められているホロー（SBD#7）、リサ

イクルショップが存在するホロー（SBD#7、BZD#7 など）があり、それらの好事例を発

見し、情報を共有することで、他者のポジティブな行動を誘導することができる。可能

であれば、実際に優良事例の視察をアレンジすることが望ましい。 

 

 

c. 3Rに関する知識の普及 

一般的にリサイクル自体は、良いことと

して認識されがちであるが、資源消費の抑

制や環境負荷の低減にはならないため、3R
の概念の普及が大切である。ごみは、まず

可能な限り発生源で抑制し、発生したごみ

はできるだけ再利用・リサイクルし、その

後に残るごみについては、適正に処理する

という３Ｒの優先順位を、随時住民啓発を

通じて市民の意識に浸透させる必要があ

る。 

d. スローガンの浸透 

スローガンとは、人々の意識をひとつに 統一し、その方向へ行動をむけるために使
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図 5.1 “混ぜればごみ、分ければ資源”と

書かれた３R 促進ブックレットの表紙 

e. 住民の知りたい情報を把握する 

ごみの分別を推進するにあたっては、行

政が伝えたい情報だけでなく、住民がどの

ような情報を必要としているのか、協力し

てもらうためにはどのような動機付けが

必要なのかを理解することが重要である。

PP においては、住民啓発活動のひとつと

してアパート管理組合（AOU）ミーティン

グを定期的に実施し、住民の反応を一番よ

く把握している AOU 長から彼らの知りた

い情報を拾い、それらを PR ツール作成時

に反映させるようにした。例えば、市役所

側が伝えたい最低限の分別ルールに加え

て、なぜ分別が必要なのか、リサイクルさ

れたものがどこでどう処理されるかなど

に関する情報を加えることによって、住民

のやる気が促され、意識の変化が期待でき

るようになる。 

 

Those low quality plastics and papers will be sorted in the NEDS and made into 
the RPF materials to feed into the power plant. 

Waste plastic 
& paper

RPF materials

RPF means “Refused Papers & Plastics Fuel”. These plastic & 
paper can be used as a fuel if they are formed into a certain density 
and shape. Soon in the end of 2011, RPF plant will be installed in 
NEDS by KOICA. 

What is 
RPF?

Currently more than 35% of total amount of waste are paper and 
plastic. They cause many problems to landfill operation such as 
waste scattering and creation of unstable land due to difficulty of 
compaction and 
decomposition. 
If we recycle 
them, the amount of 
waste disposed of in
NEDS will 
be also reduced!

Why 
necess

ary?

JICA Technical Cooperation Project “Strengthening the Capacity for 
Solid Waste Management in Ulaanbaatar City in Mongolia”

図 5.2 SBD＃7 の AOUM でのコメントを反

映させた分別カレンダー（RPF 材料の分別

の必要性と処理プロセスの説明）

f. 試行錯誤を通じて改善し続ける 

ある地区では、上手くいった方法も、ある地区では上手くいかない場合もある。住民

啓発には、画一的なアプローチだけではなく、地域の現状に即して試行錯誤を繰り返し

ながらも、常に改善策を模索し続ける必要がある。またそのためには、住民啓発ツール

の内容の更新や改訂が誰でも容易に行なえるように、マイクロソフト・パワーポイント

など汎用性の高いソフトウェアーを利用することも重要である。 

5.2 住民啓発戦略の目的 

ウ市の廃棄物管理に関する住民啓発戦略の目的は以下のとおり。 

 ウ市の廃棄物発生量の抑制 

われる言葉である。日本では“混ぜればご

み、分ければ資源”という言葉が住民のご

み分別を推進するためのスローガンとし

て使われてきたが、本プロジェクトにおい

ても、啓発ツール作成時に多用され、ウ市

においても浸透しつつある。このように住

民啓発には、住民にとってわかりやすく、

キャッチーで一貫性のあるスローガンや

ロゴ、イメージキャラクターの活用が有効

である。
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 分別リサイクルへの住民参加の促進 

 廃棄物問題にかかる住民意識の向上とその維持 

 ウ市民の３R（Reduce, Reuse, Recycle）の優先順位に対する理解の促進 

 様々なステークホルダー（関係省庁、学校、企業、コミュニティー、NGO 等）

の連携強化 

 関係者の廃棄物問題解決能力の醸成 

 廃棄物管理に関わる行政官の住民啓発・広報能力の強化 

5.3 具体的な住民啓発の方法 

具体的な廃棄物管理に関する住民啓発活動については、PPにおける実施事例を含め

以下のような方法が考えられる。 
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と
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収
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。
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Ⅰ
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催
。
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が

、
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は
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催
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、
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に
乗
じ
て
関
係
者
が
協
同
で
実
施
す
る
こ

と
は

、

幅
広
い

P
R
に
つ
な
が
り
、
ウ
市
民
の
環
境
意
識
向
上
に
も
効
果
的
で
あ
る
。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

３
R
セ
ミ
ナ

ー
の

開
催

 

市
役

所
職

員
、

各
P

P
対

象
地

区
の

関
係

者
、

ご
み

収
集
業

者
、
ホ

ロ

ー
長

、
A

O
U
代

表
、

N
G

O
、
マ
ス

メ
デ

ィ
ア

な
ど

計
30

0名
 

20
10

年
4月

14
日
、

20
10

年
11

月
25

日
、

20
11

年
11

月
24

日
の

3回
に

わ
た

り
、

ウ
ラ

ン
バ

ー
ト

ル
ホ

テ
ル

に
て

３
R
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

。
市

役
所

職
員
、
各

P
P
対
象
地
区
の
関
係
者
、
ご
み
収
集
業
者
、
ホ
ロ
ー
長
、

A
O

U
代

表
、

N
G

O
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
毎
回
約

10
0名

が
参
加
し
、
各

P
P
サ

イ
ト

で
の

進
捗
及

び
経

験
を

共
有

し
あ

い
、

ウ
市

が
推

進
す

る
分

別
リ

サ
イ

ク
ル

計
画

の
方
針

に
つ

い
て

議
論

を
行

っ
た

。
各

ホ
ロ

ー
が

お
互

い
の

経
験

を
学

び
あ

う
こ
と

で
、

よ
い

刺
激

に
な

り
、

ウ
市

の
リ

サ
イ

ク
ル

計
画

の
策

定
に

も
寄

与
し
た

。
こ

れ
ら

の
イ

ベ
ン

ト
は

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
で

も
取

り
上

げ
ら

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
に
も
な
っ
た
。

 

 

優
良

事
例

の
視

察
 

地
方

都
市

20
A

im
ag

の
市

役
所

の
廃

棄
物

管
理

担
当
職

員
 

20
11

年
6月

28
～

30
日
に
お
い
て
、
｢
他
都
市
普
及
セ
ミ
ナ
ー
｣
が
実
施
さ
れ
、

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

一
環

と
し

て
、

分
別

リ
サ

イ
ク

ル
P

P
サ

イ
ト

S
B

D
＃

7
へ

の
視

察
が

実
施

さ
れ

た
。

大
体

ひ
と

つ
の

地
方

都
市

の
規

模
は

ウ
市

の
ホ

ロ
ー

レ
ベ
ル

の
規

模
と

同
じ

で
あ

り
、

処
分

場
問

題
の

解
決

策
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
ご
み

の
減

量
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
積

極
的

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
し

て
い

る
S

B
D
＃

7
の

取
組

や
P

P
で

作
成

し
た

P
R

ツ
ー
ル
は
、
地
方
都
市
に
と
っ
て
よ
い
手
本
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

P
P
サ

イ
ト
を
優
良
事
例
と
し
て
視
察
す
る
こ
と
は
、

P
P
の
取
組
み
の
宣
伝

効
果

も

あ
る
。

 
 

処
分

場
へ

の
視

察
 

S
B

D
＃

7の
A

O
U
長

 
｢
他
都
市
普
及
セ
ミ
ナ
ー
｣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
便
乗
し
、
分
別
収
集
の

P
P
サ

イ

ト
で

あ
る

S
B

D
＃

7
の

A
O

U
長

ら
が

N
E

D
S
処

分
場

及
び

R
P

F
プ

ラ
ン

ト
の

視
察

を
行
っ

た
。

こ
の

よ
う

に
実

際
に

自
分

た
ち

が
出

し
た

ご
み

が
ど

の
よ

う
に

リ
サ
イ

ク
ル

・
最

終
処

分
さ

れ
て

い
る

の
か

を
知

る
こ

と
は

、
住

民
の

排
出

源
分
別

の
徹

底
の

必
要

性
を

訴
え

る
こ

と
が

で
き

、
ご

み
問

題
意

識
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

基
礎

情
報

マ
ッ

プ
 

E
P

W
M

D
、

A
O

U
 

分
別
リ
サ
イ
ク
ル

P
P
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人
口
、
世
帯
数
、

A
O

U
の

数
と
そ
の
対
象
ア
パ
ー
ト
、
各
ア
パ
ー
ト
の

Ji
ju

rの
数
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
数

、

階
数
な
ど
、
対
象
ホ
ロ
ー
内
の
基
本
情
報
や

O
D

P
、

T
D

P
の
場
所
に
関
す

る

デ
ー

タ
を
収

集
し

、
そ

れ
ら

の
情

報
を

地
図

上
に

プ
ロ

ッ
ト

し
た

。
こ

れ
ら

の
デ

ー
タ
は

、
収

集
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

作
成

や
ポ

ス
タ

ー
・

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

な
ど
住
民
啓
発
ツ
ー
ル
の
必
要
数
の
算
出
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、

A
O

U
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

な
ど

で
の

協
議

で
も

活
用

さ
れ

た
。

地
図

は
、

原
図

を
区

役
所

か
ら

デ
ジ
タ

ル
デ

ー
タ

で
入

手
し

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
・

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
で

編
集
し
て
い
る
た
め
、

C
P
が
自
ら
地
図
を
更
新
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

デ
ー
タ
は
現
場
踏
査
を
行
い
、
随
時
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

ご
み

出

し
・
分

別
ポ

ス
タ
ー
（
A
3

厚
）

 

P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
 

分
別
リ
サ
イ
ク
ル

P
P
開
始
に
際
し
て
、
P

P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
の
対
象
ホ
ロ

ー
の

住

民
に

対
し
、

ご
み

の
分

別
方

法
や

ご
み

の
出

し
方

等
を

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
各
ア
パ
ー
ト
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
約

35
0ヶ

所
に

貼
り

つ
け

た
。
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
に

貼
る

こ
と

で
、

皆
が

ア
パ

ー
ト

の
出

入
り

時
に

目
に

す
る
こ

と
が

で
き

る
が

、
一

定
の

時
間

が
た

つ
と

剥
さ

れ
て

し
ま

っ
た

り
、

破
れ

た
り

す
る

た
め

、
少

し
で

も
長

持
ち

さ
せ

る
た

め
に

、
Ji

ju
rな

ど

に
管
理
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

A
3サ

イ
ズ
、
ハ
ー
ド
ペ
ー
パ
ー
で
作

成
。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

ご
み

出

し
・
分

別
三

つ
折

チ
ラ

シ
（
A
4
薄
）

P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

Ⅱ
の

対
象

ホ
ロ
ー

の
住

民
 

分
別

リ
サ

イ
ク

ル
P

P
開

始
前

に
、

P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

Ⅱ
の

対
象

ホ
ロ

ー

12
,0

00
世
帯
に
対
し
、

P
P
の
説
明
、
ご
み
の
収
集
時
間
、
排
出
マ
ナ
ー
を

説

明
し

た
チ
ラ

シ
を

作
成

し
、

配
布

し
た

。
排

出
ル

ー
ル

の
説

明
に

は
、

市
役

所
や

A
O

U
長
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
絵
や
写
真
を
い
れ
て
、
な
る
べ
く
分

か

り
や
す
く
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
情
報
が
行
き
届
い
た
か
は
不
明
。

A
4サ

イ
ズ

3つ
折
、
両
面
印
刷
、
普
通
光
沢
紙
で
作
成
。

 

 

ご
み

出

し
・
分

別
ル

ー
ル

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

（
A
4
薄
）

 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
・
事

業

者
 

20
10

年
6
月

、
P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

の
開

始
時

に
、

ご
み

の
出

し
方

、
分

け
方

を

説
明

し
た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

の
各

世
帯

と
企

業
約

7
7
0
ヶ
所
に
配
布
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
長
期
間
保
存
し
て
も
ら
え
な
い

と
い

う
問
題

点
も

あ
っ

た
た

め
、

フ
ェ

ー
ズ

Ⅱ
に

お
い

て
は

、
よ

り
実

用
的

な
カ
レ
ン
ダ
ー
に
同
じ
内
容
を
の
せ
て
、
代
用
し
た
。

A
4サ

イ
ズ
、
普
通

紙

で
作
成
。

 

L
e

t’
s

 S
e

p
a

ra
te

 O
u

r 
W

a
s

te
 i

n
to

 T
w

o
 T

y
p

e
s

,
“R

e
c

y
c

la
b

le
s

”
a

n
d

 “
O

th
e

rs
”

!


R

e
c

y
c

la
b

le
s

: 
P

la
s

ti
c

 b
o

tt
le

s
, 

G
la

s
s

 c
o

n
ta

in
e

rs
, 

C
a

n
s

, 
C

le
a

n
 p

a
p

e
rs


O

th
e

rs
: 

K
it

c
h

e
n

 w
a

s
te

, 
G

ra
s

s
 &

 W
o

o
d

, 
R

u
b

b
e

r 
&

 L
e

a
th

e
r,

 C
e

ra
m

ic
 &

 S
to

n
e

 e
tc

.

※
P

le
a

s
e

 p
u

t 
y

o
u

r 
re

c
y

c
la

b
le

 w
a

s
te

 i
n

to
 t

h
e

 
p

la
s

ti
c

 b
a

g
a

n
d

 p
u

t 
it

 o
u

t
o

n
 t

h
e

 f
lo

o
r 

n
e

x
t 

to
 t

h
e

 
d

u
s

t 
c

h
u

te
, 

o
r 

b
ri

n
g

 it
 t

o
 t

h
e

 w
a

tc
h

m
en

.
T

h
a

n
k

 y
o

u
 v

e
ry

 m
u

c
h

 f
o

r 
yo

u
r 

c
o

o
p

e
ra

ti
o

n
!
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

ご
み

収
集

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ポ
ス

タ
ー
（
A
4

厚
）

 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

Ⅱ
対

象
ホ

ロ
ー
の

住
民

 
P

P
開
始
前
に
、
タ
イ
ム
＆
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を

反
映

さ
せ
て

収
集

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

成
し

た
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

と
ル

ー
ト

の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

A
O

U
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、

E
P

W
M

D
、

A
O

U
、

ホ

ロ
ー

、
収
集

業
者

が
一

同
に

協
議

し
あ

い
、

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

Ⅱ
対

象
ホ

ロ
ー

の
ア
パ
ー
ト
オ
ル
ツ
6
5
0
ヶ
所
に
貼
り
つ
け
、
収
集
業
者
に
も
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

ど
お
り
に
収
集
す
る
よ
う
指
導
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
。

A
4サ

イ
ズ
、
ハ

ー

ド
光
沢
紙
で
作
成
。
 

 

有
価

物
入

れ
用

麻
袋

 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象

ホ
ロ
ー
の
J
i
j
u
r
 

分
別

P
P
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
、
住
民
か
ら
は
分
別
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

バ

ッ
ク

の
配
布

の
要

求
が

多
か

っ
た

が
、

持
続

可
能

な
方

法
で

は
な

い
た

め
、

代
わ

り
に
オ

ル
ツ

内
で

の
有

価
物

保
管

用
に

長
く

使
え

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

の
サ
ッ
ク
（
サ
イ
ズ

12
0c

m
 x

 7
0c

m
）
を

Ji
ju

rに
配
布
す
る
こ
と
に

し
た
。

購
入

し
た
サ

ッ
ク

に
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

を
印

刷
し

て
、

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象
ホ
ロ
ー
の
J
i
j
u
r
2
5
0
人
に
配
布
し
た
。

 

 

車
両

用
ス

テ
ィ

ッ
カ

ー
 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
 

P
P
開

始
に
当

た
っ

て
、

フ
ェ

ー
ズ

Ⅰ
対

象
ホ

ロ
ー

の
ご

み
収

集
車

10
台

に
、

「
ご

み
は
袋

に
入

れ
て

出
し

ま
し

ょ
う

」
「

ご
み

は
決

め
ら

れ
た

日
時

に
出

し
ま

し
ょ
う

」
「

ご
み

は
有

価
物

と
そ

の
他

に
分

け
ま

し
ょ

う
」

と
い

う
メ

ッ
セ

ー
ジ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
を

書
い

た
ス

テ
ィ

ッ
カ

ー
を

貼
り

つ
け

た
。

サ
イ
ズ

1m
 x

 1
m

 、
防
水
ス
テ
ッ
カ
ー
。
翌
年

S
B

D
＃
７
で
実
施
さ

れ
た

分

別
収
集

P
P
で
は
、
白
地
で
な
く
よ
り
目
立
つ
黄
色
地
で
作
成
し
、
「

混
ぜ
れ

ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
追
加
し
た
。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

ベ
ル

収
集

用
メ

ッ
セ

ー
ジ

付
き

音
楽

 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
 

ベ
ル

収
集

用
の

音
楽

「
お

馬
の

親
子

」
は

JI
CA
開

発
調

査
で

既
に

導
入

さ
れ

て
い

た
が
、

フ
ェ

ー
ズ

Ⅰ
対

象
ホ

ロ
ー

の
ご

み
収

集
車

で
、

音
楽

が
な

い
収

集
車

に
は
、

新
た

に
ア

ン
プ

ス
ピ

ー
カ

ー
を

供
与

し
、

ベ
ル

収
集

用
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
付
き

音
楽

を
と

り
つ

け
た

。
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
は

、
車

両
用

ス
テ

ィ
ッ

カ
ー

の
メ
ッ

セ
ー

ジ
と

同
じ

も
の

を
録

音
し

た
。

ご
み

収
集

時
に

収
集

者
が

来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
音
楽
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

P
P
対
象
地
区
で
は

、

T
D

P
に
よ
る
収
集
が
進
み
、
現
在
も
ベ
ル
収
集
が
根
付
い
て
い
る
。

 

 

分
別

収
集

車
両

用
音

楽
 

S
BD
#
7
の

分
別

収
集

PP

サ
イ

ト
住
民

 
S
B
D
#
7
で
の
分
別
収
集
P
P
開
始
に
際
し
て
、
一
般
ご
み
収
集
の
音
楽
と

区
別

す

る
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
で
誰
も
が
知
っ
て
い
る

M
ill

io
n 

R
os

es
の
音

楽
を

採

用
し

た
。

分
別

収
集

カ
レ

ン
ダ

ー
と

あ
わ

せ
て

、
住

民
や

Ji
ju

rは
音

楽
に

よ

っ
て
分
別
ご
み
収
集
の
日
が
認
識
で
き
る
た
め
、
こ
れ
を
習
慣
化
さ
せ
る
と

、

非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。

 

♪
♪
♪
♪

 

O
D

P
閉
鎖

用
バ

ナ
ー

 

PP
対

象
ホ

ロ
ー

で
閉

鎖
し

た
OD
P
を

使
用

す

る
住

民
 

P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
Ⅱ
対
象
ホ
ロ
ー
で
閉
鎖
し
た
O
D
P
約
2
0
ヶ
所
に
、
ご
み

の
不

法

投
棄

を
禁
止

す
る

バ
ナ

ー
を

と
り

つ
け

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
バ

ナ
ー

を
用

意
し

、
取
り

つ
け

は
各

ホ
ロ

ー
が

行
っ

た
。

そ
の

後
、

自
ら

同
じ

よ
う

な
バ

ナ
ー
を
ホ
ロ
ー
や

A
O

U
が
自
ら
の
予
算
で
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
定

の

効
果
が
あ
っ
た
。
サ
イ
ズ
：

1m
 x

 1
.2

 m
, 
防
水
加
工
布
で
作
成
。

夏
場

に

は
、
閉
鎖

O
D

P
の
跡
地
に
花
を
植
え
る
な
ど
の
措
置
も
考
え
ら
れ
る

。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

D
C
閉

鎖
用

ポ
ス

タ
ー

 

PP
対

象
ホ

ロ
ー

で
閉

鎖
し

た
DC

を
使

用
す

る
住

民
 

P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
Ⅱ
対
象
ホ
ロ
ー
で
閉
鎖
し
た
D
C
約
3
0
0
ヶ
所
に
、
ダ
ス
ト
シ

ュ

ー
ト

の
閉
鎖

と
使

用
禁

止
を

知
ら

せ
る

ポ
ス

タ
ー

を
貼

付
し

た
。

ご
み

は
決

め
ら

れ
た
時

間
に

踊
り

場
に

、
袋

に
入

れ
て

出
す

と
い

う
排

出
マ

ナ
ー

を
伝

え
た
。
時
間
が
た
っ
て
剥
が
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、ホ

ロ
ー
や

A
O

U
が
自
ら
コ
ピ
ー
し
て
貼
り
な
お
す
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

A
4サ

イ
ズ
、
普

通
紙

で
作
成
。

 

 

P
L

E
A

S
E

 D
O

 N
O

T
 U

S
E

 T
H

E
 D

U
S

T
 C

H
U

T
E

 !

P
U

T
 Y

O
U

R
 W

A
S

T
E

 IN
T

O
 T

H
E

 P
L

A
S

T
IC

 
B

A
G

 a
n

d
 p

u
t 

it
 b

e
s
id

e
 t

h
e
 D

C
 

o
r 

th
e
 la

n
d

in
g

 U
N

T
IL

 1
2
:0

0
 !

 
D

o
 n

o
t 

p
u

t 
y
o

u
r 

w
a
s
te

 in
 t

h
e
 l
a
n

d
in

g
 a

ft
e
r 

th
a
t.

W
a
s
te

 c
o

lle
c
ti

o
n

 is
 o

n
ce

 a
 d

a
y
.

T
h

a
n

k
 y

o
u

 v
e
ry

 m
u

c
h

 
fo

r 
yo

u
r 

c
o

o
p

e
ra

ti
o

n
!

to
 k

e
e

p
 o

u
r 

s
a

n
it

a
ry

 e
n

v
ir

o
n

m
e

n
t

 

夜
間

ご
み

排
出

禁
止

バ
ナ

ー
 

B
ZD

＃
7
の

企
業

が
多

く
集

ま
る

メ
イ

ン
ス

ト
リ

ー
ト
の

住
民
・
事

業
者

 

B
Z

D
＃
７
で
は
、

Ik
h 

T
oi

ru
uス

ト
リ
ー
ト
な
ど
企
業
の
多
く
存
在
す

る
ス

ト

リ
ー

ト
で
の

ご
み

の
散

乱
が

問
題

に
な

っ
て

お
り

、
特

に
夜

間
の

企
業

の
ご

み
の
排
出
を
禁
止
す
る
目
的
で
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
3
ヶ
所
に
バ
ナ
ー
を
と

り
つ
け
た
。
サ
イ
ズ
は
１
ｍ
×

1.
2ｍ

で
夜
に
も
反
射
す
る
よ
う
に
防
水
反

射

布
で
作
成
。
後
日
、

W
S

F
と
ホ
ロ
ー
に
よ
り
監
視
カ
メ
ラ
も
と
り
つ

け
ら

れ

た
た
め
、
企
業
の
夜
間
の
ご
み
出
し
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

 

 

 

し
お

り
 

学
生

、
環
境

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
 

“
ご

み
分
別

し
お

り
”

に
は

、
ご

み
の

分
別

方
法

と
排

出
ル

ー
ル

が
の

せ
ら

れ
て

お
り

、
20

10
年

11
月

に
B

Z
D
＃

1の
第

48
学

校
で

ご
み

教
育

活
動

を
実

施
し

た
際

に
、

4
年

生
と

5
年

生
の

生
徒

約
50

0
人

に
配

布
さ

れ
た

。
残

り
は

環
境
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
配
布
さ
れ
た
（
合
計

20
00

枚
）
。
学

生

な
ど
に
は
実
用
的
と
の
こ
と
で
、
人
気
が
あ
っ
た
。

 

 

T
h

a
n

k
 y

o
u

 v
e

ry
 m

u
c

h
 

fo
r 

y
o

u
r 

c
o

o
p

e
ra

ti
o

n
 t

o
 k

e
e

p
 

o
u

r 
p

la
c

e
 i

n
 g

o
o

d
 s

a
n

it
a

ti
o

n
!

P
L

E
A

S
E

 D
O

 N
O

T
 

D
IS

P
O

S
E

Y
O

U
R

 W
A

S
T

E
 

A
T

 N
IG

H
T

T
IM

E
!
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

ご
み

啓
発

カ
レ

ン
ダ

ー
20

11
 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
・
事

業

者
 

20
10

年
12

月
に
ご
み
出
し
ル
ー
ル
、
分
別
方
法
や
ご
み
処
理
の
プ
ロ
セ
ス

、

ご
み
問
題
の
現
状
な
ど
を
記
載
し
た
「
ご
み
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作

成
し
、

P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
対
象
ホ
ロ
ー
の
各
世
帯
+
企
業
75
0
0
ヶ
所
に
配
布
し
た
。
カ

レ

ン
ダ

ー
の
表

紙
に

は
、

「
混

ぜ
れ

ば
ご

み
、

分
け

れ
ば

資
源

」
の

ス
ロ

ー
ガ

ン
を
の
せ
た
。

A
３
サ
イ
ズ

4枚
（

8ペ
ー
ジ
）
、

25
0ｇ

光
沢
紙
、
カ

ラ
ー
両

面
印
刷
、
コ
イ
ル
状
針
金
と
じ
で
作
成
。

 

 

ご
み

啓
発

カ
レ

ン
ダ

ー
20

12
 

PP
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
・
事

業

者
 

20
12

年
の

カ
レ

ン
ダ

ー
は

、
３

R
に

関
す

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

性
の

強
い

も
の

を

意
識

し
て
作

成
し

た
。

カ
レ

ン
ダ

ー
の

デ
ザ

イ
ン

に
は

、
京

都
大

学
の

高
月

紘
名

誉
教
授

（
ペ

ン
ネ

ー
ム

：
ハ

イ
ム

ー
ン

）
の

ご
厚

意
に

よ
り

、
氏

の
環

境
漫
画
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

20
12

年
1月

に
こ
れ
ら
を

P
P
１

フ
ェ

ー
ズ

Ⅱ
対

象
ホ

ロ
ー

の
各

世
帯

及
び

企
業

50
00

ヶ
所

に
配

布
し

た
。

A
4
サ

イ
ズ

（
16

ペ
ー

ジ
）

、
25

0
ｇ

光
沢

紙
、

カ
ラ

ー
両

面
印

刷
、

ホ
ッ

チ
キ

ス
と

じ

で
作
成
。

 

 

分
別

収
集

カ
レ

ン
ダ

ー
2
0
1
1
年
5

～
7
月
分
 

 

S
BD
#
7
の

DC
閉

鎖
ア

パ

ー
ト

住
民

 
S
B
D
#
7
で
分
別
収
集
P
P
を
開
始
す
る
前
に
、
一
般
ご
み
の
収
集
日
と
資

源
ご

み

の
収

集
日
を

わ
か

り
や

す
く

明
示

し
た

カ
レ

ン
ダ

ー
を

作
成

し
、

対
象

ア
パ

ー
ト

の
1
4
5
0
世

帯
に

配
布

し
た

。
配

布
は

、
住

民
集

会
や

戸
別

訪
問

の
際

に

行
っ

た
。

カ
レ
ン

ダ
ー

の
裏
面
に

は
、

AO
U
リ

ー
ダ

ー
か

ら
の
要

望
で

、
RP
F

施
設
の
説
明
を
加
え
た
。
 

Ху
ва

нц
ар

са
в,

Ш
ил

эн
са

в,
 л

он
х,

 
ла

аз

Бо
рл

уу
ла

х
бо

ло
мж

то
й

Ц
эв

эр
хэ

н
ца

ас
, х

ая
гд

ал
ца

ас
, 

ху
ва

нц
ар

эд
зү

йл
, к

ар
то

н
(х

эт
бо

хи
рд

оо
гү

й
ба

йх
)

“Б
ус

ад
”

хо
ги

йг
7 

хо
но

гб
үр

3 
уд

аа
Да

.Л
х.

Ба
га

ри
гу

уд
ад

цу
гл

уу
лн

а.

Хү
нс

ни
й

ха
яг

да
л,

 м
од

, р
ез

ин
,с

ав
хи

,ш
аа

за
н,

хэ
т

бо
хи

рд
со

н
ху

ва
нц

ар
са

в
гэ

х
мэ

т

“Д
ах

ин
аш

иг
ла

гд
ах

”
хо

ги
йг

7 
хо

но
гб

үр
ий

н
М

яг
ма

р
га

ри
гт

цу
гл

уу
лн

а.

1
.

Хо
го

о
“Д

ах
ин

аш
иг

ла
гд

ах
”

ба
“Б

ус
ад

”
гэ

ж
ан

ги
лн

а.
2

.
Ан

ги
ла

н
ял

га
са

н
хо

го
о

гя
лг

ар
уу

та
нд

хи
йн

э.
3

.
Уу

та
лс

ан
хо

го
о

зө
вх

өн
ху

ва
ар

ьт
өд

өр
, ц

аг
т

бо
ло

н
то

гт
оо

со
н

цэ
гт

га
рг

аж
та

ви
на

.

R
P

F
 т

үл
ш

ин
д

аш
иг

ла
гд

ах
бо

ло
мж

то
й

4,
5,

5a
,6

,7
a

ба
йр

ны
ор

ш
ин

су
уг

чи
д

аа
!

Хо
го

о
ан

ги
ла

н
ял

га
ж

тө
вл

өр
сө

н
хо

ги
йн

цэ
гт

да
рж

бу
ла

х
хо

гх
ая

гд
лы

н
хэ

мж
ээ

г
ба

га
сг

ан
ба

йг
ал

ий
н

нө
өц

ий
гх

эм
нэ

цг
ээ

е!
!

Бу
са

д
Да

хи
н

аш
иг

ла
гд
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~ 
20

11
 V

 са
р ~
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4
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

３
R
推

進
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
 

P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
 

3R
推
進
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
ウ
市
の
学
生
や
一
般
市
民
へ
の
ご
み
啓

発
ガ

イ

ド
ブ

ッ
ク
と

し
て

使
用

さ
れ

る
こ

と
を

目
的

に
、

絵
や

写
真

を
多

く
と

り
い

れ
た
解
り
や
す
い
も
の
と
し
た
。
ウ
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
、
３

R
の

知
識
、

分
別
の
意
義
な
ど
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
３

R
推
進

D
V

D
と
セ
ッ
ト
で

P
P
フ

ェ
ー
ズ
Ⅱ
対
象
ホ
ロ
ー
、

A
O

U
、
小
中
高
校
、
大
学
、
幼
稚
園
、
教
育
省

な

ど
30

00
ヶ
所
に
配
布
し
た
。

A
4サ

イ
ズ
、
両
面
カ
ラ
ー
印
刷
、
計

16
ペ

ー
ジ

で
作

成
。

在
モ

ン
ゴ

ル
の

学
校

教
育

の
中

で
実

施
さ

れ
て

い
る

環
境

教
育

 
“

C
iv

il 
E

du
ca

tio
n 

C
la

ss
”
（

68
時
間
）
科
目
の
中
で
ご
み
問
題
を

学
習

す

る
際
の
副
読
本
と
し
て
、
有
効
活
用
さ
れ
た
い
。

 

 

住
民
・
企

業

向
け

ご
み

出
し

ル
ー

ル
チ

ラ
シ

(
両
面
）
 

 

P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
・
事

業

者
 

P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
対
象
地
区
で
は
、
特
に
企
業
数
の
多
い
チ
ン
ゲ
ル
テ
イ

＃

4（
企
業
数
約

60
0軒

）
な
ど
で
、
不
法
投
棄
が
散
見
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ

て

市
民

や
企
業

に
対

し
て

最
低

限
遵

守
す

べ
き

適
切

な
ご

み
出

し
ル

ー
ル

を
周

知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
表
面
に
市
民
向
け
の
ご
み
だ
し
ル
ー
ル
を

、

裏
面
に
企
業
向
け
の
ル
ー
ル
を
説
明
す
る
簡
易
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

P
P
フ

ェ

ー
ズ
Ⅱ
対
象
ホ
ロ
ー
、

A
O

U
、
小
中
高
校
、
大
学
、
幼
稚
園
、
教
育
省
な

ど

10
00

0ヶ
所
に
配
布
し
た
。

A
4サ

イ
ズ
、
両
面
印
刷
、
普
通
光
沢
紙
で

作
成

。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

３
R
推

進
用

テ
レ

ビ
番

組
（

2種
）

ウ
市

住
民

 
・
３

R
推
進
テ
レ
ビ
番
組
－

1）
ウ
市
の
廃
棄
物
管
理
の
現
状
と
課
題

に
つ

い

て
の
紹
介
、
ウ
市
の
ご
み
量
ご
み
質
、
ご
み
収
集
方
法
、

R
P

F
施
設
、

N
E

D
S

の
説
明
、

E
P

W
M

D
部
長
及
び

C
M

P
U

A
長
官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を

収

録
（

17
分
間
）

 

・
３

R
推
進
テ
レ
ビ
番
組
－

2）
企
業
や
住
民
の
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の

改
善

、

S
B

D
＃

7で
の

分
別

P
P
の

紹
介

、
家

庭
や

企
業

に
お

け
る

ご
み

出
し

ル
ー

ル

に
つ

い
て

の
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

、
ご

み
の

減
量

・
３

R
の

す
す

め
な

ど

に
つ
い
て
収
録
（

13
分
間
）
映
像
製
作
会
社
：

N
ew

 L
or

d 
C

o.
, L

td
.＊

M
N

V
に
て

20
12

年
4月

29
日
夕
刻
放
映
。

 

 

３
R
推

進
用

C
M
（

2種
）

ウ
市

住
民

 
・

３
R
推

進
C

M
－

1
）

ウ
市

民
の

タ
バ

コ
の

吸
殻

、
バ

ナ
ナ

の
皮

な
ど

ご
み

の
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
た
め
の

C
M
（

25
秒
）

 

・
３

R
推
進

C
M
－

2）
ご
み
の
分
別
推
進

C
M
、
有
名
人
に
よ
る
「
混
ぜ

れ
ば

ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
呼
び
か
け
（

13
、

15
、

15
秒

）

映
像
製
作
会
社
：

N
ew

 L
or

d 
C

o.
, L

td
. 

＊
20

12
年

4月
、

N
T

V
：

36
回
、

U
B

S
：

20
回
、

T
V

9：
20

回
、

M
N

B
、

S
C

H
な
ど

30
ヶ
所
で
も
無
料
放
送
。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

３
R
推
進

D
V

D
 

P
P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

対
象

ホ
ロ

ー
の
住

民
 

上
述

の
３

R
推

進
テ

レ
ビ

番
組

と
C

M
を

D
V

D
に

焼
き

、
P

P
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

対

象
ホ

ロ
ー

、
A

O
U
、

小
中

高
校

、
大

学
、

幼
稚

園
、

教
育

省
な

ど
30

0
ヶ

所

に
配

布
し

た
。

学
校

教
育

な
ど

で
、

３
R
推

進
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
と

一
緒

に
活

用
さ
れ
た
い
。

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

 

日
モ

国
民

 

 

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
専

用
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
モ

ン
ゴ

ル
語

、
英

語
、

日
本

語
で

開
設
し

、
技

術
協

力
の

概
要

、
各

イ
ベ

ン
ト

の
紹

介
、

調
査

結
果

報
告

な
ど
を
定
期
的
に
更
新
し
た
。
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啓
発

活
動

＆
ツ

ー
ル

 
対

象
 

概
要
と
そ
の
効
果

 
サ

ン
プ

ル
・

写
真

 

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
発

行
 

日
モ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

 

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開

始
以

降
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
紹

介
、

ご
み

量
ご

み
質

な
ど

の
調
査

結
果

の
報

告
、

関
係

者
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

予
定

な
ど

に
つ

い
て

、
定

期
的

に
N

ew
sl

et
te

rを
作

成
し

、
イ

ベ
ン

ト
や

セ

ミ
ナ

ー
な

ど
で

配
布

し
た

。
N

ew
sl

et
te

r作
成

時
に

は
、

な
る

べ
く

多
く

の

関
係

者
が
協

力
で

き
る

よ
う

に
し

、
市

民
に

と
っ

て
分

か
り

や
す

く
読

み
や

す
い

も
の

を
作

成
す

る
よ

う
心

が
け

る
必

要
が

あ
る

。
こ

れ
ら

の

N
ew

sl
et

te
rの

内
容

は
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
も

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

随
時

ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
、
英
語
、
日
本
語
に
て
毎
号
約

10
0～

30
0

部
ｘ

7回
発
行
。

 
 

マ
イ

バ
ッ

ク
の

使
用

推
進

 

ウ
市

民
 

ウ
市

で
は

20
08

年
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

バ
ッ

ク
の

使
用

禁
止

条
例

が
出

さ
れ

て
い

る
が
、

依
然

と
し

て
買

い
物

袋
（

マ
イ

バ
ッ

ク
）

の
普

及
率

が
低

い
。

「
日

モ
３
Ｒ

市
民

啓
発

イ
ベ

ン
ト

」
で

は
、

参
加

者
に

ク
レ

ヨ
ン

で
イ

ラ
ス

ト
を

書
か
せ

て
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
マ

イ
バ

ッ
ク

の
作

成
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
３

R
の

R
ed

uc
eに

つ
な
が
る

ス

ー
パ

ー
等
で

の
レ

ジ
袋

の
使

用
自

粛
や

ご
み

の
減

量
化

を
訴

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
引
き

続
き

、
マ

イ
バ

ッ
ク

の
使

用
推

進
の

た
め

に
、

行
政

各
課

や
関

係
す
る
団
体
・
事
業
者
・
商
店
な
ど
と
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
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5.4 住民啓発活動の評価 

分別リサイクル PP を通じて実施された様々な住民啓発活動の成果は、1）アパート住

民に対するアンケート調査（POS）、2）PP エリア内にあるリサイクルショップの有価物

の買取量などから評価できる。さらに、住民啓発ツールについては、それぞれの費用対

効果を算出した。 

5.4.1 POSの結果 

住民啓発活動の成果について、分別リサイクル PP を開始する前の 2010 年 5 月、中間

時 2010 年 9 月、終了時の 2011 年 10 月に実施したアンケート調査結果を比較した。 

ごみの収集日時に対する認識や排出源での分別に対する協力度合いは、PP 開始後、大

幅に向上した。 

表 5.1 アンケート結果－1 

 2010年5月 2010年9月 2011年10月 

「ごみの収集日を知っているか？」という質問に、知っ

ていると答えた住民の割合 
41％ 66％ 67％ 

「家庭でごみの分別をしていますか？」という質問に、

いつもしている、時々していると答えた住民の割合 
38％ 59％ 65％ 

PP 開始後（2010 年 9 月）に実施した POS では、「PP について知っているか？」とい

う質問に対して、66％の住民が知っていると回答した。また「どのように知ったか？」

という質問に対しては、以下のとおり、カレンダーと回答した割合が 33.5％と最も多く、

配布チラシ、オルツの貼り紙、AOU やヘセグリーダーを通じてという割合が、それぞれ

20％程度となった。 

「PPについてどのように知ったか？」という質問に対する
回答

隣人, 1.5%
AOU/ヘセグ

リーダー,
23.2%

オルツの貼り
紙, 21.3%

配布チラシ,
20.5%

カレンダー,
33.5%

 

図 5.3 アンケート結果－2 

以上の結果から、PP 対象サイトにおいては、住民のごみ出しマナーが向上し、分別参
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加率も増加したため、住民啓発活動による一定の成果があったと評価できる。また啓発

ツールの手段としては、実用的で長期の保管が可能なカレンダーがもっとも効果的であ

ったといえる。 

5.4.2 リサイクルショップの有価物の買取量 

一方で定量的に、排出源における有価物の分別量について把握するため、SBD#7 にお

けるリサイクルショップの協力を取り付け、有価物の家庭からの買い取り量（重さ）に

ついてモニタリングした。その結果を以下に示す。 

0
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A
u
gu
st

Se
p
te
m
b
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O
ct
o
b
er

N
o
ve
m
b
er
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b
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n
u
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b
ru
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y

M
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A
p
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l

M
ay

Ju
n
e
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図 5.4: SBD#7 リサイクルショップの有価物買い取り量（重量 Kg） 

2010 年 8 月から 10 月にかけての 3 ヶ月間で、SBD#7 のリサイクルショップの有価物

買い取り量は、約 25％増加する結果となった。分別促進ツールや AOU ミーティングの開

催は一定の効果があったと判断できる。しかし 11 月、12 月と買い取り量は減少する結果

となった。その理由の一つとしては、11 月からリサイクルショップのオーナーを Khoroo 

Governor が変更したところ、前のオーナーの妨害によって店を開ける日数が減り、実質

的に 1 月中旬には完全に店を閉鎖してしまったことがあげられる。しかしながら、その

後再度徐々に上昇する結果となった。 

5.4.3 住民啓発ツールの費用対効果 

以下に、プロジェクト実施期間を通じて作成した住民啓発 PR ツールのコストと対象者

の推定人数から、それぞれのツールの費用対効果を算出した。 
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表
 5

.2
 

住
民

啓
発

ツ
ー

ル
の

一
人

当
た

り
必

要
コ

ス
ト

 

対
象

推
定

人
数

 
コ

ス
ト

 
一

人
当

た
り

必
要

コ
ス

ト
P

R
ツ

ー
ル

 
コ

ス
ト

積
算

根
拠

 
対

象
者

 

（
人

）
 

（
T
g）

 
（
T
g/

人
）
 

R
e
m

ar
ks

 

ご
み

出
し
・

分
別

ポ
ス

タ

ー
（
A
3
厚

）
 

P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
対
象
ホ
ロ
ー

の
各
ア
パ
ー
ト
オ
ル
ツ
約

3
5
0

ヶ
所
ｘ
＠
1
6
0
0
/
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P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
対
象
ホ

ロ
ー
の
住
民
 

2
5
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0
0

5
6
0
,0

00
2
2
.0

 
 

ご
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出
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分
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三
つ

折

チ
ラ
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A
4
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P
フ
ェ
ー
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Ⅰ
Ⅱ
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ー
12
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0
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ｘ
＠
15
5
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Ⅱ
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0

1
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0
0

4
4
.2

 
 

ご
み

出
し
・

分
別

ル
ー

ル

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
A
4
薄
）
 

P
P
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
対
象
ホ
ロ
ー

の
世
帯
+
企
業
 

77
0
0
ｘ
＠
9
5
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2
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収
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A
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Ⅰ
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＠
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Ⅰ
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台
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以上の分析結果を踏まえ、住民啓発ツールの費用対効果について、以下にまとめる。 

 

 各家庭に配布するチラシやリーフレットは、掲載情報が限定的であり、配布後に

見ないで捨てられてしまうという可能性もある。一方オルツなどに貼るポスター

は、時間がたつと剥がれたりしてしまうというデメリットはあるが、一定期間、

住民が習慣的に目にする可能性が高く、作成枚数も少なくてすむため、費用対効

果は高いといえる。 

 ごみ収集車両にとりつけるスティッカーやメッセージ付き音楽は、収集車が毎日

街中を走っているため、いわば宣伝カーの役割も担っているといえ、住民に対す

るインパクトや費用対効果は高い。 

 カレンダーの作成には、チラシやポスターよりもコストはかかるが、上述の POS

の結果からもわかるとおり、実用的で比較的家庭内で長く保存が可能なことから、

費用対効果は高いといえる。但し、PP フェーズⅠⅡで作成したカレンダーは、住

民にインセンティブを与えるための情報伝達のツールであったが、ウ市で分別収

集が本格的に導入される場合には、SBD＃７で作成したような資源物の収集日を

明示するものを作成する必要がある。 

 ３R 推進ブックレットや DVD に関しては、今後学校教育や他都市などでも活用さ

れる可能性があり、また一過性のものではないため、長い目でみると費用対効果

は高いといえる。 

5.5 住民啓発活動実施の留意点 

理想的な啓発・広報活動の実施に際しては、以下のような条件に配慮する必要がある。 

5.5.1 What？ 

①どのような情報を伝えたいか？ 

 

ごみ啓発・広報に関しては、大きくわけて２種類の情報に分類できる。 

１）ルールの徹底のための情報（最低限理解してもらわなくてはならない内容） 

・ ごみの排出ルール（排出時間、場所など）。 

・ ごみ分別のし方 

２）さらに参加を促進するための情報（理解を深めるための追加的内容） 

・ リサイクルされたものが、どこでどのように処理されているか、分別後の処理に

関する情報（現状に関する情報） 

・ なぜ分別が必要なのかなど、根本的な情報（環境的動機付け） 

・ ごみ処理の現状や埋立処分場の逼迫した現状など、環境への危機感を持ってもら

うための情報（環境的動機付け） 

・ 収集・運搬、処理、リサイクル、埋立てなどの各段階でどのような費用がかかっ

ているかなどコストや経済性に関する情報（経済的動機付け） 

・ 住民のごみ減量行動が進めば、全体的なごみや環境問題の解決への貢献度が上が
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るということ、もっとごみ処理以外の事に税金が使えるのではないか、というよ

うな提言型の情報（経済的・社会的動機付け） 

 

例えば、住民に分別の協力を求めるにあたり、ルールさえ理解してもらえればそれで

良いと考えれば、最低限の分け方・出し方だけを伝えれば十分であり、それを徹底する

のも１つの戦略である。しかしながら、さらに住民の分別へのやる気を促し、その結果、

環境意識を向上させ、ごみの減量化につながるようなライフスタイルの変化を期待する

のであれば、さらに住民の参加を促進するための情報が浸透するような啓発・広報活動

を目指すべきである。 

 

② 行政が知らせたい情報と、市民が知りたい情報の両方を提供する！ 

 

行政からの一方的な情報だけでは、住民の「一緒に協力しよう」という意欲が湧いて

こない。行政が知らせたい情報と住民が知りたい情報にギャップがないような情報提供

を心掛けることが必要である。そのためには、AOU ミーティングなどを通じて、関係者

との密なコミュニケーションをとる必要がある。 

 

③ 具体的にどのような変化が見られたかなど、その成果を見せる！ 

 

定期的に住民の分別努力の成果がどの程度なのかを伝え、取組みへの意欲を継続させ

ることが重要である。その場合、一般的に把握しやすい数値や表現を用いた方が理解が

得やすい。 

 

④ プラスの情報だけでなく、マイナスの情報も提供する！ 

 

住民と全ての情報が共有できてこそ、住民と共に考える土台・信頼関係が生まれ、分

別収集などの施策を円滑に進めるためのアイディアや教訓が生まれてくる。 

5.5.2 How？ 

① 情報をどのようにつくるか？ 

 

住民が知りたい情報は、住民自身が一番良く知っている。アンケート調査だけでなく、

セミナーやワークショップ、さらに苦情にも情報のヒントはある。 

 

② 情報をどのように出すか、見せるか？ 

 

大量の情報を流すのは、反対に興味をもたれずほとんど情報が届かないのと同じこと

になる可能性がある。シンプルな文章で、グラフや写真を多用し、情報の出し方、見せ

方を工夫しなければならない。 
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③ 大切な情報は、繰り返し続ける！ 

 

新しい分別ルールの定着などには、長期的視点が必要である。ルール導入開始時の熱

心な広報により効果が出ても、慣れ等による悪化やリバウンドは必ず起こる。必要な情

報は、継続して出し続ける必要がある。 

 

④ 情報の効率的な伝達手段を考える！ 

 

地域の事情を最も良く理解しているヘセグリーダーや AOU 長などを活用して、情報を

効率的に上手く広めてもらい、また同時に彼らから住民の要望を吸い上げることで、広

報活動に広がりを持たせる。地域ボランティアや学生、NGO のマンパワーも活用する。 

 

⑤ 情報が誰に届いたか、届いていないかを確認する! 

 

一般に情報は、流すことに重点を置いて、効果の測定は二の次になりがちである。

限られた予算の中で情報を継続・効果的に流すためにも、情報の行方のリサーチは必

要である。 

 

⑥ 他地域の事例に学ぶ！ 

 

モ国だけでなく、日本や諸外国においても試行錯誤を繰り返して、情報提供のあり方

に様々な工夫をしている。すでに PP において様々な住民啓発ツールが作成されているた

め、それらを有効に活用すること、またそのようなアイディアや工夫を掘り起こす情報

交換の機会を設けることも重要である。 

5.6 住民啓発ツールリスト 

分別リサイクル PP を通じて作成した住民啓発ツールのリストを以下にまとめる。どの

ような啓発活動・広報を選択していくかは、地域の事情や予算規模などに応じて決定さ

れるものであるが、これらのツールを実情に応じて適宜修正しつつ、モ国の将来の廃棄

物問題の解決に有効活用されることを切に願う。 
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表 5.3 住民啓発ツールリスト-1 

# Title Format Language Year Remarks
1 Basic information map A4, power point Mongolian 2010

2
Waste discharge rule &
waste separation poster

A3, hard paper Mongolian 2010
Translation in
English

3
Waste discharge rule &
waste separation 3- fold flier

A4, normal paper,
both sides

Mongolian 2010
Translation in
English

4
Waste discharge rule &
waste separation leaflet

A4, normal paper Mongolian 2010
Translation in
English

5
waste collection schedule
poster

A4, hard paper Mongolian 2010
Translation in
English

6 Plastic sack for reciclables Plastic sack Mongolian 2010

7 Collection vehicle banner
1m x 1m, water
proof sticker

Mongolian 2010
Translation in
English

8
Music with message for bell
collection

MP3 Mongolian 2010

9
Music for separate
collection vehicles

MP3 Mongolian 2010

10 Banner for closure of ODP
1m x 1.2m, water
proof sticker

Mongolian 2010
Translation in
English

11 Poster for closure of DC A4, normal paper Mongolian 2010
Translation in
English

12
Banner for banning night
time discharge

1m x 1.2m, water
proof noctilucence
sticker

Mongolian 2010
Translation in
English

13 Bookmark
21 x 4cm, hard
paper, both sides

Mongolian 2010

14 PR calender 2011
A3 8pages, 250g
paper, both sides

Mongolian 2011
Translation in
English

15 PR calender 2012
A3 16pages, 250g
paper, both sides

Mongolian 2012
Translation in
English

16
Calender for separate
collection  (2011. May -July)

A4, hard paper,
both sides

Mongolian 2011
Translation in
English

17 3R promotion booklet
A4, text book,
16pages, both sides

Mongolian 2012
Translation in
English

18
Brochure for better waste
discharging manner

A4, normal paper,
both sides

Mongolian 2012
Translation in
English  
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表 5.4: 住民啓発ツールリスト-2 

# Title Format Language Year Remarks
3R promotion TV
program (2 types)

1)17min.
2)13min.

Mongolian 2012
Script in
English

3R promotion CM(2
types)

1)25 sec.
2)13sec.
15sec.
15sec.

Mongolian 2012

3R promotion
DVD

1
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